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皆さんは「努力は足し算」「協力は掛け算」という言葉を聞いたことがありますか。「努力」は一人ひとり

の日々の積み重ねですから足し算です。どんな努力でも構いません。１日に１つのことでいいですから、自

分の可能性を信じて、努力を積み重ねていってください。 

一方、「協力」はひとりではできません。人と人とのかかわりの中で生まれてくるものです。２人だと２倍

の力になり、１０人だと１０倍にもなります。ひとりでできないことも協力して取り組めば大きな力になり

ます。 

「努力は足し算」「協力は掛け算」、このどちらも大切にしながら 学びを深め、友情をはぐくみ、自分の

夢の実現へ向けて、挑戦していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月13日(火)に、令和３年度入学式が行われました。昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の

予防措置として、新入生と保護者、在校生代表、教職員で実施しました。それでも、２３８名の新入生と保

護者だけで体育館はほぼいっぱいになりました。 

 全員がマスクを着用し、式中はきちんとした姿勢でしっ

かり話を聞いていました。国歌や校歌斉唱は CD を流しま

したが、新入生宣誓では元気な声が響き渡り、新入生のやる

気が感じられた式になりました。  

 
「努力は足し算」「協力は掛け算」入学式当日の式辞の一部分です。 
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１３日の入学式は、ほとんどの人が保護者と一緒に登校した 

ため、自家用車での登校が多かった１年生が、今日（１４日） 

は初めて自分で登校してきました。 

春のあたたかい日差しの中、大きな声であいさつをする生徒

たちに、とても好感が持てました。 

今回のあいさつ運動には、前年度のPTA役員の方と倉敷市

の職員の方が、７時４５分から校門に立ってくださいました。 

これからも、自分から先に、元気な声であいさつするように

していきましょう。 


